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表した 7 篇の論文と若干の講演論文の内容をまとめたものである。論文は第 1 部と第 2 部から構成さ
れている。
第 1 部は実際のボイラの炉内の流れに関する研究で，適当なモデルを用いて，放射伝熱量分布，それ
に対する流れの影響，二方程式モデルによる噴流の挙動および管群によるフローパターンの変化の解
析の方法とその実際を示.し，それらの結果が実験と良く一致することを例証している。そして最後に
三次元の炉内流れに対する一般座標による，より普遍的な計算方法を示している。これらの研究にお
いて炉内の伝熱と流動に関する問題点を明確にすると同時に具体的な解析と評価の方法を示した点で
本論文の意義はきわめて大きい。
第 2 部はボイラ炉内の流動の基本的特性である再循環流れについての詳細な流体力学的研究である。
ここでは，層流でもコアンダ現象が発生することを明らかにし，その現象の安定性について新しい考
察を加え，円管内の流れの遷移に対しでも同様の考えが適用できることを示している。いずれの場合
-508-
も，数値解析結果に対し精級な実験による例証が与えられている。このように第 2 部は今まで十分明
らかにされていなかった再循環流れの流体力学的挙動を詳しく調べた点で意義深いものである。
以上熱工学と流体力学の分野において貢献する所多大であり，学位論文に適うものと認める。
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